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第
１
４
４
回
中
央
委
員
会
が

10
月
23
日
、「
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
」

で
行
わ
れ
、
17
支
部
・
本
部
合
わ

せ
て
62
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

中
野
委
員
長
は
冒
頭
の
挨
拶

で
「
地
域
医
療
を
守
る
こ
と
と
、

大
幅
増
員
が
重
要
で
あ
る
」
こ
と

を
訴
え
ま
し
た
。

来
賓
挨
拶
の
あ
と
、○
○
書
記

長
か
ら
秋
年
末
の
重
点
課
題
と

し
て
、①
昼
休
み
を
１
時
間
に

し
、
労
働
時
間
短
縮
に
向
け
た
取

り
組
み
②
36
協
定
を
力
に
サ
ー

ビ
ス
超
勤
を
一
掃
し
増
員
を
す

す
め
る
③
退
勤
時
間
調
査
の
実

施
④「
大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善
」

の
院
内
、
街
頭
、
戸
別
訪
問
署
名

の
取
り
組
み
⑤
地
域
医
療
を
守

る
運
動
⑥
年
末
年
始
の
労
働
条

件
の
改
善
、
な
ど
に
つ
い
て
た
た

か
い
の
方
針
が
提
起
さ
れ
ま
し

た
。討

論
で
は
「
36
協
定
を
結
ん

で
か
ら
超
勤
が
書
き
に
く
く

な
っ
た
」「
師
長
が
36
協
定
に
つ

い
て
わ
か
っ
て
い
な
い
、
学
習
し

て
ほ
し
い
」「
病
棟
間
だ
け
で
な

く
業
務
応
援
が
慢
性
化
し
て
い

る
。
昔
の
ジ
プ
シ
ー
看
護
と
同
じ

だ
」「
超
勤
に
対
す
る
パ
ワ
ハ
ラ

が
ひ
ど
い
」「
切
迫
や
産
休
、
育

児
時
間
の
人
が
多
く
て
、
具
合
が

悪
く
て
も
な
か
な
か
休
み
が
も

ら
え
な
い
」
な
ど
、
人
手
不
足
で

働
き
に
く
い
状
況
が
次
々
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
「
分

会
会
議
を
開
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

話
が
で
き
た
」「
師
長
の
パ
ワ
ハ

ラ
に
組
合
と
し
て
対
処
す
る
よ

う
に
し
た
」
等
、
組
合
の
力
を
発

揮
し
て
い
る
発
言
も
あ
り
ま
し

た
。○
○
特
別
執
行
委
員
か
ら
も

「
県
立
病
院
の
公
的
病
院
と
し
て

の
重
要
さ
に
つ
い
て
、
地
域
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
」
こ
と

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

方
針
は
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、「
県
医
労
友
の

会
」
の
会
長
・
及
川
三
郎
さ
ん
か

ら
も
激
励
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。ま

た
、「
普
天
間
基
地
無
条
件

撤
去
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
反

対
」
の
全
国
紙
へ
の
意
見
広
告
へ

の
カ
ン
パ
の
呼
び
か
け
に
は
２

万
５
千
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

岩手医労連の壮年部集会が10月９日（土）、10
日（日）の両日、「ホテル大観」を会場に開催され、
県医労から13支部・本部68人が参加し、学び、
交流し、心身のパワーアップを図りました。

今年の壮年部集会の講師は､大船渡市山浦医
院・院長でケセン語研究家の山浦玄嗣先生でし
た。気仙地方で、ほとんど唯一のキリスト教信者の
一家であり、「耶蘇（ヤソ）」といじめにあった過去
も披露し、ケセン語に目覚め、「ケセン語大辞典」
を刊行され聖書のケセン語訳に取り組んでいる事
が紹介されました。ケセン語の駄洒落もふんだんに
紹介され、笑いの絶えない講演でした。夜は例年
は、踊りあり、出し物ありの大交流会が常でしたが、
参加者の世代交代が進んだせいか、もっぱらカラ
オケを中心に交流を深めました。

２日目は､医労連共済の話
しと、集会終了後に行われた
今回初企画の県医労「友の
会」役員による「年金生活、
退職前に準備しておくこと」
は、好評で次回も聞きたいと
いう声が沢山ありました。

緊張の中執メンバー

挨拶する中野委員長

講演する山浦玄嗣氏

第
144
回
中
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委
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会方

針
を
満
場一致
で
採
択

第
144
回
中
央
委
員
会方

針
を
満
場一致
で
採
択

36
協
定
を
力
に
大
幅
増
員
も

36
協
定
を
力
に
大
幅
増
員
も

36
協
定
を
力
に
大
幅
増
員
も

壮年部集会で学び交流壮年部集会で学び交流
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昨年度好評だったお食事交流会の第2弾として、9月15日に「会席料理」をいただきました。35名
＋子ども9名の参加でした。各分会の現状を交流し、休憩時間も食べるのがやっとで職場のみなさん
と会話する時間もないこと、病休者が出て9回夜勤が発生していることなど、他の分会の現状を聞く
ことができました。多忙の中、お食事を楽しみにして来ていただいたことはとても嬉しいことです。
皆さんと喋って食べて笑って、元気をおすそわけしていただきました。　　　（南光支部　○○○○）

南光支部
　 女性部
南光支部
　 女性部

しゃべ
って食べて笑

って元気もいただきました♪しゃべ
って食べて笑

って元気もいただきました♪

10
月
７
日
（
木
）
に
岩
手
県

人
事
委
員
会
が
県
職
員
の
賃
金

等
の
勧
告
を
行
い
ま
し
た
。
８

月
の
人
事
院
勧
告
で
は
２
年
連

続
の
月
例
給
、
一
時
金
の
引
き

下
げ
が
勧
告
さ
れ
た
た
め
、
公

務
共
闘
、
地
公
共
闘
の
運
動
に

積
極
的
に
参
加
し
、
署
名
、
決

起
集
会
、
打
電
等
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
運
動

に
よ
っ
て
、
県
人
事
委
員
会
の

勧
告
で
は
、
一
時
金
こ
そ
国
と

同
様
の
０
．２
ヶ
月
引
き
下
げ
、

年
間
４
ヶ
月
を
切
る
勧
告
と
な

り
ま
し
た
が
、
月
例
給
は
引
き

下
げ
な
し
、
焦
眉
の
課
題
で
あ

っ
た
56
歳
以
上
の
給
与
カ
ッ
ト

も
出
さ
せ
な
い
成
果
を
実
現
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
も
続
い

て
い
る
２
％
の
特
例
減
額
に
つ

い
て
は
「
あ
く
ま
で
制
度
の
比

較
」
だ
と
し
て
考
慮
さ
れ
ず
、

こ
の
特
別
の
引
き
下
げ
で
民
間

よ
り
低
い
給
料
と
な
っ
て
い
ま

す
。少

な
く
な
い
民
間
病
院
、
民

間
企
業
が
、
県
職
員
の
給
与
状

況
を
見
な
が
ら
、
自
社
の
給
与

を
決
め
て
い
ま
す
。「
県
が
下

げ
た
か
ら
、
我
が
社
も
」
と
い

う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
断
ち
切

る
た
め
に
も
、
達
増
知
事
が
一

時
金
の
カ
ッ
ト
を
し
な
い
提
案

を
す
る
よ
う
引
き
続
き
、
追
及

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

秋
の
運
動
で
も
、地
域
労
連
、

医
労
連
地
区
協
な
ど
の
行
事
に

積
極
的
に
参
加
し
、
大
い
に
交

流
を
深
め
、
い
っ
し
ょ
に
運
動

し
て
い
く
取
り
組
み
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

一時金カットは許さない
秋の運動の取り組みを秋の運動の取り組みを

9.30地公共闘座り込み
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ら
は
45
名
、
県
医
労
か
ら
は
18

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
14
団
体
を
代
表
し
て
日

本
医
労
連
の
田
中
委
員
長
が
挨

拶
し
た
後
、
タ
レ
ン
ト
の
山
田

邦
子
さ
ん
が
勢
い
よ
く
ス
テ
ー

ジ
に
登
場
。「
吉
永
小
百
合
で

ー
す
」
と
観
客
を
一
気
に
山
田

邦
子
ワ
ー
ル
ド
に

引
き
寄
せ
、「
医

療
者
が
元
気
で
な

け
れ
ば
患
者
は
安

心
し
て
診
て
も
ら

え
な
い
。
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と

力
強
い
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
党

国
会
議
員
挨
拶
の

社
会
保
障
を
大
幅

に
増
や
し
医
療
・
介

護
の
充
実
を
求
め
る

「
10
・
21
国
民
集
会
」

が
東
京
日
比
谷
野
外

音
楽
堂
で
雨
が
降
る

中
開
催
さ
れ
、
５
千

人
が
参
加
。
岩
手
か

後
、厚
労
省
に
向
か
っ
て「
社

会
保
障
費
を
増
や
せ
、
夜
勤

を
減
ら
せ
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。
日
本

看
護
協
会
、
日
本
歯
科
医
師

会
な
ど
か
ら
の
激
励
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
医
療
や
介
護
の
働

く
現
場
か
ら
の
決
意
表
明
の

あ
と
、
白
い
ビ
ニ
ー
ル
合
羽

を
き
た
参
加
者
た
ち
は
、
パ

レ
ー
ド
で
「
医
師
看
護
師
を

増
や
せ
！
」
と
、
元
気
い
っ

ぱ
い
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

「ＮＡＮＤＡ」のアンケート
結果にびっくり！

10.21国民集会へ5000人!!

中央支部の○○中執は、「大幅増員と夜勤
改善で安心安全の医療・看護の実現を」国
会署名を支部の執行委員会で提起し、「まず
は自分が率先してやらなくては！」と決意。

近所の顔見知りのお宅を訪問し、対話をす
ることにしました。「もう休んでいました」という
一人暮らしのお年寄りやパジャマ姿の方、食事
中の方等お取りこみ中であるにもかかわらず快く
応じてくれ、断られることはありませんでした。１
時間弱で３０筆集めることができ
ました。「最初の一歩が大事」。
引き続き、時間を作りながらやっ
ていこうと決めています。

県医労看護部会では「ＮＡＮＤＡ」について、
研修の対応（取り扱い）や電子カルテと連動し
て看護診断が行われているか等、実態をつかも
うと各支部へアンケート調査を行いました。10月
20日現在、21支部中11支部から回答が寄せら
れています。

①「ＮＡＮＤＡ」の研修は、回答されたすべて
の病院で何らかの形で行われていることがわか
りました。②電子カルテが導入されている病院で
は、「ＮＡＮＤＡ」とは連動していないという施設
と、「ＮＡＮＤＡ」が使われているという施設、③
更に「ＮＡＮＤＡ」が使われている施設の中で
も、「入院後72時間以内に13領域を埋めなけれ
ばならない」という施設と、そうでない施設などさ
まざまだということがわかりました。
「考案したアメリカでは、すでに『あわない』と

総括されたＮＡＮＤＡを何故こんなに？」との疑
問の声も寄せられています。

看護部会では１２月の看護指導監との懇談
（日程は未定）で、取りあげていく予定です。

キャプション

雨の中のパレード

医
師
・
看
護
師

ふ
や
し
て
患
者

負
担
を
減
ら
せ
！

医
師
・
看
護
師

ふ
や
し
て
患
者

負
担
を
減
ら
せ
！
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本
部
女
性
部
の
バ
ス
ハ
イ
ク

が
、
９
月
25
日
秋
田
県
た
ざ
わ

こ
芸
術
村
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

盛
岡
駅
を
10
時
に
出
発
し
た

バ
ス
は
、
11
時
過
ぎ
に
現
地
到

着
。
昼
食
ま
で
の
一
時
間
半
を

思
い
思
い
に
過
ご
し
ま
し
た
。

肌
寒
い
日
で
し
た
が
、
温
泉

に
入
り
、
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
と

疲
れ
を
取
る
人
、
買
い
物
を
す

る
人
、
木
工
や
リ
ー
ス
作
り
に

挑
戦
す
る
人
な
ど
様
々
。
工
芸

館
で
は
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の

自
分
の
作
品
づ
く
り
に
時
間
を

忘
れ
て
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。

昼
食
は
、
田
沢
湖
ビ
ー
ル
レ

ス
ト
ラ
ン
で

パ
エ
リ
ア
や
デ
ザ
ー
ト
、
コ
ー

ヒ
ー
を
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
ビ
ー
ル
も
。

そ
の
後
は
わ
ら
び
劇
場
に
移

動
し
て
、
地
元
秋
田
の
ま
た
ぎ

を
題
材
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
山
神
様
の
お
く
り
も
の
」
を

観
劇
。
迫
力
あ
る
歌
と
踊
り
、

そ
し
て
秋
田
の
厳
し
く
も
美
し

い
自
然
の
背
景
は
感
動
も
の
で

し
た
。
温
泉
や
工
芸
、
観
劇
で

リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
た
秋

の
一
日
で
し

た
。当

日
は
様
々

な
行
事
と
重

な
り
ま
し
た

が
、参
加
者
は

11
支
部
、本
部

31
名
で
し
た
。

10
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
女
性
部
長
会

議
に
は
、
15
支
部
・
本
部
18
名
が
参
加
。

は
じ
め
に
、
中
野
中
央
執
行
委
員
長
を
講

師
に
、
36
協
定
の
経
過
と
、
支
部
・
職
場
・

一
人
ひ
と
り
が
こ
れ
か
ら
ど
う
取
り
組
め

ば
良
い
の
か
を
学
習
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

各
支
部
か
ら
36
協
定
や
権
利
行
使
の
問
題

点
、
支
部
活
動
な
ど
を
出
し
合
い
交
流
し

た
あ
と
、
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
分
か
れ
て
ブ

ロ
ッ
ク
集
会
の
日
程
等
を
話
し
合
い
ま
し

た
。
今
年
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
は
、
下
記

の
と
お
り
で
す
。

10月７日、岩手医労連女性
部第24回定期大会が国保会
館で開催され、１年間の運動
の総括と、権利拡大をはじめ
安全・安心の医療・介護確立、
地域医療を守る運動、平和憲
法を守る取り組みなど、今年
度の運動方針を決定しました。

新年度の役員として、県医
労からは引き続き書記長に○
○○○○女性部長（大槌）、
委員に○○○○副女性部長

（千厩）が選出されました。

女性部

夢と感動のミュージカル夢と感動のミュージカル夢と感動のミュージカル夢と感動のミュージカル
女性部 バスハイク女性部 バスハイク女性部 バスハイク

ブ
ロ
ッ
ク
集
会
の
日
程
決
ま
る

2
0
1
0
年
度
女
性
部
長
会
議
開
催

ブ
ロ
ッ
ク
集
会
の
日
程
決
ま
る

2
0
1
0
年
度
女
性
部
長
会
議
開
催

権
利
行
使
で
き
る
職
場
を

岩
手
医
労
連
女
性
部
第
２４
回
定
期
大
会
開
催

権
利
行
使
で
き
る
職
場
を

岩
手
医
労
連
女
性
部
第
２４
回
定
期
大
会
開
催

役者さんと一緒に

親子で木工

マイ箸作り

ブロック

北部

中部

南部

三陸

担当

久慈

中部

千厩

宮古

日　程

11月  6日（土）

12月11日（土）

12月  4日（土）

11月  6日（土）

内　容

小久慈焼き

リース作り

リンパマッサージ

子どもたちと
考える性教育
洋式のテーブルマナー

場　所

小久慈

花巻温泉

未定

浄土が浜
パークホテル
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青年部

県
医
労
青
年
部
規
約
で
は
、

支
部
青
年
部
の
大
会
は
「
本
部

大
会
終
了
後
１
ヶ
月
以
内
に
支

部
青
年
部
長
が
召
集
す
る
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、
役
員

体
制
が
整
っ
て
い
な
い
等
、
開
催

が
困
難
な
支
部
も
あ
る
の
が
現

状
で
す
。そ
ん
な
問
題
を
抱
え

る
中
、
４
支
部
で
支
部
青
年
部

定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

８
月
25
日
に
開
催
し
た
の
は

南
光
支
部
で
す
。
代
議
員
確
保

の
た
め
昼
休
み
を
利
用
し
、
お

弁
当
を
食
べ
な
が
ら
開
催
し
ま

し
た
。
南
光
支
部
は
支
部
独
自

の
学
習
会
や
、
地
域
労
連
青
年

部
と
の
交
流
会
に
も
積
極
的
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
青
年

部
新
聞
の
発
行
と
い
う
貴
重
か

つ
、
す
ば
ら
し
い
取
り
組
み
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

８
月
27
日
に
開
催
し
た
の

は
、
一
戸
支
部
で
す
。
役
員
を

中
心
に
分
担
し
て
運
営
を
行

い
、
選
挙
で
の
役
員
選
出
も
し

っ
か
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
人

歓
迎
会
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
た

り
、
新
入
組
合
員
を
誘
い
な
が

ら
本
部
企
画
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
い
る
こ
と
が
、
新
採
用

者
加
入
率
１
０
０
％
の
原
動
力

で
す
。

９
月
16
日
に
は
、
二
戸
支
部

で
開
催
さ
れ
、
新
年
度
の
活
動

方
針
と
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
支
部
企
画
も
提
案

さ
れ
、
早
速
10
月
９
日
に
軽
米

町
「
ミ
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
」
を
会

場
に
９
名
の
参
加
者
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ

交
流
会
が
開
催
さ
れ
交
流
を
図

っ
て
い
ま
す
。

10
月
４
日
に
開
催
し
た
の

は
、
大
船
渡
病
院
支
部
で
す
。

本
部
青
年
部
副
部
長
も
兼
務
し

て
い
る
○
○
○
書
記
長
が
、
司

会
か
ら
提
案
ま
で
を
総
合
的
に

担
当
し
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
新
年
度
の
支
部
企
画
の
提

案
に
加
え
11
月
13
日
〜
14
日
に

開
催
さ
れ
る
本
部
企
画
「
中
央

交
流
会
」
の
宣
伝
も
行
わ
れ
、

青
年
部
全
体
を
盛
り
上
げ
て
い

く
た
め
の
定
期
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

支
部
青
年
部
定
期
大
会
は
、

昨
年
度
８
支
部
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
開
催
出
来
な
か

っ
た
中
央
支
部
も
12
月
３
日
に

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
ま
だ
開
催
し
て
い
な
い
支

部
は
、
開
催
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。開

催
代
議
員
が
集
ま
ら
な

い
、役
員
選
出
が
難
し
い
な
ど
、

支
部
定
期
大
会
を
開
催
す
る
に

あ
た
っ
て
の
問
題
は
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
数
が

少
な
く
て
も
、
定
期
大
会
に
は

な
ら
な
く
て
も
、
ま
ず
集
ま
っ

て
み
る
事
が
大
切
で
す
。
そ
こ

か
ら
職
場
の
問
題
を
共
有
し
た

り
、
交
流
会
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が

生
ま
れ
る
は
ず
で
す
。
支
部
の

親
役
員
と
も
相
談
し
な
が
ら
、

ま
ず
は
気
軽
に
食
事
会
や
飲
み

会
等
を
開
い
て
集
ま
っ
て
見
ま

し
ょ
う
！

お弁当を食べながら昼休みに開催

新谷青年部長の音頭で団結ガンバロー！

早速の支部企画はBBQ

○○青年部長が団結を呼びかける！

南光支部

一戸支部

二戸支部

大
船
渡
支
部

青
年
部
活
動
を
盛
り
上
げ
よ
う
！

青
年
部
活
動
を
盛
り
上
げ
よ
う
！

青
年
部
活
動
を
盛
り
上
げ
よ
う
！

「
支
部
青
年
部
定
期
大
会
　４
支
部
で
開
催
」
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今
年
の
猛
暑
に
は
少
々
く

た
び
れ
気
味
！
い
つ
も
の
涼
し

い
久
慈
は
ど
こ
に
行
っ
た
や

ら
、
あ
ん
ま
り
暑
い
と
や
ま
せ

が
恋
し
く
な
る
。

久
慈
支
部
　
久
慈
琥
珀

猛
暑
が
続
き
、
秋
は
来
る
だ

ろ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
来
ま
し
た
ね
ぇ
〜
秋
!!
食

欲
の
秋
、
読
書
の
秋
等
、
い
ろ

い
ろ
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
〜

す
。中

央
支
部
　
ク
ッ
キ
ー
マ
マ

育
休
中
の
私
。
毎
日
、
子
ど

も
と
幸
せ
な
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
が
、
復
帰
の
日
を
考
え
る

と‥
‥

。「
が
ん
ば
れ
、
自
分

!!
」
と
復
帰
に
向
け
、
少
し
ず

つ
勉
強
を
始
め
て
み
ま
し
た
。

大
丈
夫
か
な
〜
？

中
央
支
部
　
の
ん
び
り
屋
さ
ん

暑
い
夏
も
終
わ
り
、
秋
真
っ

盛
り
で
す
ね
。
稲
刈
り
シ
ー
ズ

ン
だ
と
い
う
の
に
、
毎
日
雨
で

仕
事
が
は
か
ど
ら
ず
大
変
で

す
。
食
欲
の
秋‥

ぶ
く
ぶ
く
に

な
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
な
い

と
!!
　
実
り
の
秋
!!

南
光
支
部
　
よ
っ
ち
マ
マ

猛
暑
の
今
年
の
夏
。「
な
ん

で
こ
の
時
期
!?
」
と
思
い
つ
つ

も
、
引
っ
越
し
を
し
ま
し
た
。

汗
だ
く
で
荷
造
り
と
運
搬
作
業

に
「
夏
場
の
引
っ
越
し
な
ん
て

や
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
、
強

く
心
に
決
め
た
今
日
こ
の
頃
。

そ
れ
に
し
て
も
片
付
か
な
い
。

片
付
け
ら
れ
な
い
自
分
に
イ
ラ

イ
ラ
し
て
い
ま
す
。だ
れ
か
〜
。

大
船
渡
支
部
　
さ
る
ぼ
ぼ

も
う
す
ぐ
産
休
に
入
り
ま

す
。お
腹
は
大
分
大
き
く
な
り
、

腰
も
痛
く
な
っ
て
き
た
。
無
事

に
産
休
ま
で
働
け
て
、
職
場
ス

タ
ッ
フ
に
感
謝
で
す
。

大
東
支
部
　
熱
帯
夜

こ
こ
に
小
さ
な

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。そ
れ
に

は「
地
域
医
療
を
守

る
」「
地
域
医
療
が

住
民
の
生
活
を
守

る
　
す
べ
て
は
地

域
住
民
の
た
め
」と

大
き
な
見
出
し
が
書
か
れ
、活
動

内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

れ
だ
け
読
む
と
、ど
こ
か
の
病
院
の

労
働
組
合
が
出
し
た
チ
ラ
シ
か
、

と
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
▼
全

国
の
自
治
体
病
院
が
、総
務
省
の

「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
よ
っ
て
、苦
し
め
ら
れ
て
い
ま

す
。短
期
間
に
３
カ
年
、５
カ
年
計

画
を
作
成
せ
よ
、黒
字
の
予
算
に

せ
よ
、再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
し

ろ
、経
営
形
態
の
見
直
し
を
と
。統

合
等
を
予
定
し
て
い
る
病
院
以

外
、全
国
す
べ
て
の
病
院
で「
計
画
」

が
作
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
と
き
、リ

ー
フ
レ
ッ
ト
が
一
部
で
活
躍
。特
に

赤
字
で
苦
し
む
病
院
、経
営
主
体

の
違
う
病
院
の
統
合
で
悩
ん
で
い

る
病
院
で
す
▼
県
医
療
局
で
は
、

医
師
不
足
も
あ
り
、こ
の「
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」を
好
機
と
し
、先
人
の
高

邁
な
理
想
で
あ
っ
た「
県
下
に
あ
ま

ね
く
医
療
の
均
て
ん
を
」を
投
げ

す
て
る
道
を
選
択
。当
面
、５
つ
の

有
床
診
療
セ
ン
タ
ー
の
無
床
化
、

沼
宮
内
病
院
の
無
床
診
療
所
化
で

す
。無
床
化
さ
れ
た
地
域
で
は
、大

き
な
問
題
を
抱
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。し
か
し
、一
方
で「
大
き
な

混
乱
は
報
じ
ら
れ
て
い
な
い
。だ
か

ら
妥
当
だ
っ
た
。中
核
病
院
の
医

師
不
足
解
消
こ
そ
中
心
課
題
だ
」

と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
▼
無
床
化

さ
れ
た
地
域
で
は
、声
を
出
せ
な
い

弱
者
が
、堪
え
忍
ん
で
生
活
し
て

い
ま
す
。住
田
町
で
は
、在
宅
や
特

養
で
介
護
を
受
け
て
い
る
人
も
、

介
護
に
携
わ
る
家
族
も
、人
間
の

尊
厳
を
か
け
て
、毎
日
、毎
晩
、毎

時
間
、生
き
る
た
め
に
懸
命
に
努

力
し
て
い
ま
す
▼
先
の
冊
子
は
、東

日
本
税
理
士
法
人（
長
隆
所
長
）の

も
の
。上
か
ら
で
な
く
、現
場・地
域

か
ら
運
動
を
進
め
、笑
顔
で
暮
ら

せ
る
地
域
を
目
指
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。（
は
）

９
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
7
つ
」
に
は
18
名
の
応

募
が
あ
り
、
17
名
の
方
が
正

解
で
し
た
。厳
正
な
る
抽
選

の
結
果
、
次
の
10
名
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー

ド
を
贈
り
ま
す
。

９
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

久
慈
琥
珀（
久
慈
支
部
）、う

ま
っ
こ
（
一
戸
支
部
）、
の
ん

び
り
屋
さ
ん
、
夢
み
る
マ
マ

（
以
上
、
中
央
支
部
）、
つ
る
か

め
２
号
（
中
部
支
部
）、
よ
っ

ち
マ
マ
（
南
光
支
部
）、
ド
ス

コ
イ
王
子
（
千
厩
支
部
）、
さ

る
ぼ
ぼ
（
大
船
渡
支
部
）、
た

こ
わ
さ
（
釜
石
支
部
）、
タ
ヌ

ち
ゃ
ん（
宮
古
支
部
）

九
月
号
パ
ズ
ル



上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。送
り
先

は
〒
０
２
０
│
０
０
２
３
　
盛

岡
市
内
丸
11
│
１
、県
医
労「
懸

賞
パ
ズ
ル
」係
ま
で
。締
切
は
11

月
末
日（
必
着
）で
す
。ま
た
、抽

選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ハ
ガ
キ
の
余
白
に「
つ
ぶ
や
き
」

（
職
場
の
話
題
な
ど
何
で
も
）

を
、ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下
さ
い
。

県
医
労
新
聞
で
紹
介
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿
名
希
望

の
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
書
い

て
下
さ
い
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）。

た
だ
し
、当
選
し
た
場
合
は
、記

念
品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の

記
入
を
お
忘
れ
な
く
！

職
場
川
柳

◇
夏
期
休
暇
　
霜
と
白
鳥
　
降
り
て
き
た

 

（
滝
沢
村
民
）

◇
縁
側
で
　
し
み
じ
み
思
う
　
柿（
夏
季
）く
っ
た
？

 

（
県
医
労
友
の
会
）

◇
子
も
育
ち
　
ガ
ン
バ
ル
の
気
持
ち
に
　
マ
イ
ナ
ス
考
課

 

（
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）

◇
ク
マ
被
害
　
一
番
の
被
害
者
　
ク
マ
自
身

 

（
プ
ー
さ
ん
大
好
き
）

◇
頑
張
っ
て
　
い
る
か
ら
A
っ
て
　
え
え
じ
ゃ
ん
ね
〜

 

（
人
事
考
課
を
廃
止
し
た
い
絢
香
）

11月の予定
 3日（祝）～4日（木）
 日本医労連自治体病院労組交流会（つなぎ）
 4日（木） 地公共闘決起集会・県庁座り込み
 6日（土） 女性部北部ブロック集会（久慈）
 女性部三陸ブロック集会（宮古）
13日（土） 11.13秋の県民大集会（教育会館）
 岩手医労連36協定・衛生委員会担当者会議
 （ユートランド姫神）
13日（土）～14日（日）
 県医労青年部中央交流会（千葉）
17日（水） 日本医労連対政府中央行動
18日（木） 国民要求実現11.18中央行動（東京）
19日（金） 拡大支部長会議（岩手県民会館）
20日（土）～21日（日）
 はたらく女性の中央集会（横浜）
 東北地方協精神労組交流集会（鳴子）
 日本医労連病院給食問題全国交流集会（伊東）
26日（金）～27日（土）
 職制組合員会議（ホテル森の風鶯宿）
27日（土） はたらく女性の岩手県集会（国保会館）
 いわて労連女性部20周年レセプション
 （国保会館）
 いわて労連青年部定期大会
27日（土）～28日（日）
 日本医労連東北地方協保育所交流のつどい
 （宮城）

12月の予定
 4日（土） 女性部南部ブロック集会（千厩）
11日（土） 女性部中部ブロック集会（花巻）
18日（土） 拡大支部長会議（岩手県民会館）

ご好評につき、ウィンターキャンペーン2010でも
お取扱いいたします。
エース預金
「プラス・アップ」
毎月積立型で確実に貯まる！

「エース預金」の
店頭表示金利

適用金利
（2012年12月30日までの
　　　　　　お預け入れ分）

プラス

年0.2％


